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追悼の辞
誓晶ば寺尾晃洋
学部の皆様に代り，一言追悼のことばをのべさせて頂きます。
まず先生がこのように突然お亡くなりになるとは思いもかけぬことでござ
いましたが，ご令室様はじめご家族の方々のご心中を推察いたしまして，私
たち学部関係者一同，心から哀悼の意を表する次第でございます。
いま，ご生前の先生のお人柄をしのぴまするとき，まず第一に思い出され
ますことは，先生の学問における強い問題意識であります。先生が構築され
ようとした金融論は，ケインズ経済学さらにハロッド， ドーマに至る経済成
長理論を基礎とした新しい金融論という点に特徴があります。しかしこの点
以上に，経済成長理論そのものに対する先生のユニークな問題意識に私は先
生の学問的情熱を感ぜざるをえないのであります。先生の博士論文となった
『経済成長•発展と産業構造』という昭和32年ミネルヴァ書房出版の著書の
クイトルに示されていますように，先生は「経済成長」 (economicgrowth) 
という用語と「経済発展」 (economicdevelopment)という用語を区別して
使っておられます。この場合，先生は「経済成長」はグロスとしての国民生
産物・国民所得の増大を意味し， 「経済発展」は国民一人当りの平均所得の
増大を意味するものとして使っておられます。先生は後者を非常に重視され
まして，この国民一人当りの平掏所得が増大すれば，消費性向に変化が生じ
るはずであるから，消費支出も変化し，各産業の労働生産性の動きと合休し
て，産業構造の変化がもたらされるだろう，これが先生の問題意識の骨格で
あったのであります。さきの先生の著書では，多くのページが産業に関する
具体的な数字で埋められているのでありますが，一般に抽象理論に終りがち
であったその頃の近代経済学の業績の中で，特異な印象をもったことを記憶
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しております。これは先生の理論構成の中に，産業構造の問題がはめこまれ
ていた当然の結果であったわけであります。
この先生の問題意識が金融論にどのように結びつけられていったのか，私
は門外漠であってよく分からないのであります。昭和30年代のお元気な頃の
先生は，このような問題意識から私たちに議論をいどまれ，当時からすでに
聞きづらかった発音に，私たちはいささか難渋したものであります。
先生はいつも風呂敷のようなものに本を包まれ， 事務室や商学会の部屋
で，また，私たちの研究室へ入ってこられて， なぜかいつも立たれたまま
か，あるいは，ぁちらこちら歩き回られながら，終始なにか話しかけておら
れました。このように先生は，人と話すこととコーヒーが大好きで，そうし
た時のにこやかな笑顔が印象的でした。先生は故森川太郎教授門下のお一人
でしたが，同門の方々にお聞きいたしますと，先生ご自身では飲まぬ酒によ
くつき合われた時代があったということであります。これらの印象がすべて
学問の研鑽に結びついているように見えるところに，先生の人間像の特徴が
でていると言ってもよろしいのでないかと思います。
さらに思い出されますことの第二は，本学に対する多方面に亘る先生の献
身であります。教壇の上からだけでなく，さきほど学部長がのべましたよう
に，先生は学部や大学院などの要職を歴任することを通じて，実に大事なお
仕事を果されました。一，二思いつくままに申上げますと，先生は経済・政
治研究所所長を昭和36年から40年に至るまる 4年間勤められましたが，現在
非常に盛大になっております「産業セミナー」は，先生が大阪市工業会連合
会など各方面に足を運ばれ，実現をみたものであります。先生は学部長を前
後2回勤めておられます。ところが2回とも，たまたま他学部に端を発した
重大事件が発生し，役職上先生は大変な心労を背負うことになったのであり
ます。 1つ目は経済学部の問題， 2つ目は昭和42年森川学長のときに起った
生協靴部事件でありまして，この時は学長が入院されましたので，学長事務
代行となられた先生は，とくに大変なご苦労をされました。この事件は昭和
44年以降の全国的な大学紛争のはしりとして，まことに厳しい経験でした。
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先生はその時学内で交通事故に会われ， ドクター・ストップになるといった
，，ヽプニングがあり，ちょうど学部長代理を勤めていた私が，爾来先生の代り
を勤めるという思いがけぬことが起ったのでありまして，私にとっても思い
出の深い事件でございました。しかしそのことで先生は心身ともに消耗され
たように思います。それからあと，先生のお顔をみるたびに私は，「血圧はど
うですか」とうかがうのが常でした。その頃の血圧は上が200ほどおありだ
ったように記憶しております。この事件から大学紛争へと続いた時期は，先
生にとっても学問的に手痛い冬の季節を意味したのであります。でもこの中
で，先生はインフレや金融政策に関する意欲的で，すぐれた研究を発表され
ております。最近では皆様ご承知のように，事故が重なって痛々しいお姿で
ございました。ご不自由なお身体をかばいながらご出勤途中の先生と，路上
で一言，二言ことばをかわしながら，私たちは人に頼らない強い精神に心を
打たれたのであります。
満66オと言えば，今日ではあまりご高令とは言えません。なおいろいろご
抱負がおありになったと考えても，先生に関しては決して誤まりではないと
思います。誠に残念であります。しかしながら，先生の貴重なご教示，先生
のすぐれた学問，つよい精神がこれからも多くの人々に影善を与え続けるで
あろうことを，ここに集っておられるどなたも否定されないであろうと，私
は確信しております。先生の追悼会にあたり，思い出の一端をご披露いたし
まして，先生に対する追悼のことばといたします。
1982年12月20日
